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ルイス・ブニュエルとサルバドール・ダリが共同で撮り上げた
シュルレアリスム映画『アンダルシアの犬』 （一九二八）のプロデューサーとして知られるフラ スのピエール・ブロンベルジュ（一九〇五―一九九〇）は、その後も、ジャン・ルノワール監督『牝犬』 （一九三一） 、フランソワ・トリュフォー監督『ピアニストを撃て』 （一九六〇） 、ジャン＝リュック・ゴダール 女と男のいる舗道』 （一九六二）など、映画史に輝く作品をプロデュ スしてきた。そのブロンベルジュが、 「誘惑」をテーマとして、三人の監督によるオムニバス映画『
C
ollections P
rivées 』 （個人的蒐集、一九七九）を企
画し、ヒロコ・ゴヴァースの仲介で、寺山修司にも声をかけた。第一話「人魚の島」 （
LʼIle A
ux Sirénes ジュスト・ジャカン監督） 、第二
話「草迷宮」 （
L
e L
abyrinthe D
ʼH
erbes 寺山修司監督） 、第三話「衣裳
タンス」 （
LʼA
rm
oire ワレリアン・ボロズウィック監督）で構成された
『
C
ollections P
rivées 』は、カンヌ国際映画祭に出品した後、一九七九年
六月二十七日からパリで公開された
（１）
（ＵＧＣ配給） 。
　「 『草迷宮』がパリで封切られた」 （抄訳・一丸禎子、 『ペーパームーン
︿泉鏡花・妖美幻想の世界﹀ 』所収、新書館、昭
54・
10）は、公開直後の
現地三紙の新聞批評を伝えている。例えば『ル・マタン（
L
e M
atin ） 』
は、 「この個人映画を構成する三本の映画 中で最も目をひくのが寺山
修司の作品『草迷宮』である。 『草迷宮』は、鮮やかな手際を自由に駆使して作られた残酷な話であり、一種の旅行記である。そして古典的な物語の方法に全く よることなく、一人の青年のエディプス的 冒険を私たちに目撃させる」と高く評してい　
日本では東映が配給権をとったが、他の二人の監督部分が力量不足
で、 『
C
ollections P
rivées 』としては商業ベースに乗らないと判断され、
長らく輸入元の東映洋画部の倉庫に眠っていた。全編が駄目でも『草迷宮』だけでも単独で公開してほしいと、寺山修司自身も強く希望しており（２）
、田中未知の尽力で、昭和五十八年四月の時点で 東映は上映承諾の
返事を出していたようだが
（３）
、寺山生前の公開はかなわなかった。寺山の
死（昭
58・５
 ・４）を受けて、 『草迷宮』に短編三作品を合わせて、昭
和五十八年十一月十二日から新宿 ホール１で、ようやく日本公開された。同時上映の短編三本は、 『迷宮譚』 （監督・脚本＝寺山修司、昭
50） 、 『消しゴム』 （監督・脚本＝寺山修司、昭
52） 、 『質問』 （監督・音楽
＝田中未知、出演＝寺山修司、昭
54）である。
　
映画『草迷宮』のスタッフ、キャストは以下の通り。監督・脚本＝寺
山修司、共同脚本＝岸田理生、原作＝泉鏡花、撮影＝鈴木達夫、音楽＝Ｊ・Ａ・シーザー、美術＝山田勇夫、照明＝秦野和人、衣裳＝神永宏、蘭妖子、挿画＝花輪和一、企画製作＝ピエール・ブロンベルジュ、コー
寺山修司の映画『草迷宮』
　　　　　　　　　
︱︱「母探し」と「母殺し」︱︱
守＊
安
　
敏久
＊宇都宮大学 教育学部（連絡先：t-moriya@cc.utsunomiya-u.ac.jp）
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Ⅰ
　
泉鏡花『草迷宮』と『稲生物怪録』
　
原作である泉鏡花『草迷宮』は明治四十一年一月、春陽堂から単行本
として刊行された小説で、同時代にあっては等閑視されたが、昭和四十年代から五十年代にかけて、幻想小説作家としての鏡花を再評価する動向のなかで、高い評価を得ていった。語りの構造も複雑だが、その梗概を略述しておこう
（４）
。
　「魔所」だという三浦の
大おおくずれ
崩壊
に近い茶店で、修行中の小次郎法師は
店の老女から、狂人 なった嘉吉 つい の数奇な顛末を聞く。酒問屋の仕事で船で酒樽を届けにいく途中、嘉吉は、賭け事から酒 失い、泥酔して陸地に放り出される。 「明神様の
侍こしもと
女
」を名乗る美女の介抱を受
け、 「真緑の、光のある 美しい、
珠たま
」を授けられたものの、嘉吉がそ
の美女に抱きついたりしたため、団扇で叩かれる。美女は「怪
ばけもの
物」で、
唄を歌うが、それ以来 嘉吉は狂って まったという　
さらに店の老女は、庄屋であった鶴谷喜十郎の隠居所の、黒門の秋
あきや
谷
別邸から出た五つの葬礼に て語る。子息の喜太郎には妻があったが、東京で懇意にした令嬢が懐妊し やってきて産後、母子 もに死ぬ。同じ時、喜太郎 妻も臨月で、令嬢の死んだ床で、やはり難産で母子ともに死ぬ。喜太郎は井戸へ投身自殺。小次郎法師は黒門の秋谷別邸の回向を託される　
旅の書生（葉
は
越ごしあきら
明）は、川を流れる手毬を追い、遠くに手毬唄を聞い
て、その手毬の持主に会いたいと願い、黒門の秋谷別邸に逗留する。そこでは連夜、畳が浮き上 ったり、洋
ランプ
燈が回転したり、行燈が宙を飛ん
だり、西瓜が踊ったりの怪異が、次々と葉越明を襲う。葉越明が小次郎法師に語るには、亡き母が唄った甘美な手毬 の文句を再び聞きたいと
ディネーター＝ヒロコ・ゴヴァース、製作＝九條映子、出演＝三上博史（明・少年） 、若松武（明・青年） 、新高恵子（母親） 、中筋康美（千代女） 、福家美峰（美登利） 、末次章子（ほのほ） 、蘭妖 （仲居おしの） 、根本豊（宰八） 、矢口桃（ほたる） 、広島ゆき子（心中少女） 大野晴美（手毬少女） 、伊丹十三（老人・僧・校長） 、仏
 Film
 du Jeudi 、配給＝
人力飛行機舎・東映、昭和五十四年作品、上映時間
40分。
　
シナリオは次の刊本に掲載されている。
　
①『カイエ』
︿特集＝映画Ⅱ
 映像から文学へ﹀
（昭
54・４）
　
②寺山修司『田園に死す・草迷宮』 （フィルムアート社、昭
58）
　
③『寺山修司の戯曲６』 （思潮社、昭
61）
　
④『寺山修司全 Ⅱ フィルムアート社、平５）
　
場面番号や表記に一部異同はあるが、①～④は基本的にはほぼ同一テ
クストであると考えてよい。①は寺山生前の刊本で、場面番号が「１」から「
106」まで振られている。論者は古書店にて撮影台本『草迷宮』
︿
寺山修司◎一九七九年度作品
﹀
を入手しているが、場面番号も含め、
①に対応している。②では場面番号が削られている。③は②に準拠。④は同一テクストながら、場面番号は「１」か 「
52」までに、振り直さ
れている。　
ＤＶＤ『草迷宮』 （紀伊國屋書店、平
15、分類番号ＫＫＤＳ６２）が
刊行されており、①～④のシナリオと比較すると、一部場面の追加・削除や移動はあるが 映画（ＤＶＤ）はほぼシナリオに対応した作品となっている。このほか、その映画音楽は 五枚組ＣＤ
‒ ＢＯＸ『Ｊ・
Ａ・シーザー天井棧敷音楽作品集
vol.4 身毒丸／草迷宮』 （ディスクユ
ニオン
　
富士、平
25、分類番号ＦＪ０６７～ＦＪ０７１）に収録されて
いる。
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しての対決で、より活劇性を帯びている。そこでは手毬、西瓜、子産石、乳房、生首など、 「丸いもの」が乱舞・跳梁する。原作では小次郎法師が女魔物（菖蒲か？）と対話し、彼女から手毬唄の歌詞についても示唆されるが、寺山の映画では、葉越明自身 幻夢のなかで、魔物としての母と対決し、妊婦腹 母から「ほら、おまえをもう一度、妊娠してやったんだ」との言葉を投げつけられ、手毬唄の歌詞も置き去りにされる。幻夢から醒めた青年・葉越明 手毬唄を探す旅がそこから再び続き、終わりなき始まりに回帰する円環構造が露わとなる。　
鏡花の原作において、黒門の秋谷別邸で葉越明を襲う数々の奇怪な出
来事と魔物・秋谷悪左衛門の登場については、澁澤龍彦の論
考（６）
 以来、
『稲
いのう
生物
もののけろく
怪録』
（７）
の影響が指摘されている。 『稲生物怪録』は、江戸時代中
期、寛延二年（一七四九）七月、備後国三次に住む十六歳の少年・稲生平太郎（のち武太夫）の屋敷で起こった怪異現象 対して、一か月にわたって平太郎が耐え通した顛末の「記録」か（？）とも言われている。家鳴りのなか、畳 はね上がり、抜身の刀だの香炉だの大桶だのが飛び交い、さらには数多の人の顔がくるくる回 り、巨大な手や老女 大首が襲 来る。あるいは灯火や竈の火が急に燃え出たり、天井 急に落ちてきたりする。夜伽の友人 切腹したかに見えて、いつしか死体 消えてしまっ （その友人も生きている） 、庭の踏石を踏むと、死人腹の上を踏んだように感じたり、といった怪奇な出来事が続く。平太郎が平気なまま一向動じないので、魔王・山
さんもと
本五郎左衛門が姿を現わし、
平太郎の 丈さに驚 、眷属を引き連れ去っ く。異界や幽冥界の究明を続けていた平田篤胤は 稲生平太郎の同僚だった柏正甫がこの怪異譚を書き記した文書（いわゆる「柏本」 ）を じめ、諸本を筆写・研究し、篤胤死後も門人たちによる備後国三次での調査と校訂は続けられて
思った葉越明はその歌詞を探して旅を続け、黒門の秋谷別邸にたどり着いたという。母と同じ年ごろの近所の娘で菖
あやめ
蒲が歌詞を知っているはず
だが、神がくしで行方知れずとなっている。川を流れるあの手毬の持主こそ、菖蒲らし 思われ、彼女に会うべく、この黒門の秋谷別邸に逗留しているのだという。魔物を回向すべく、眠りこんだ葉越明の横に小次郎法師が並んで寝る 、小次郎法師の前 、 「人間 瞬く間を世界とする」魔物・秋谷悪左衛門が現われ、さらに魔界の美女に引き合わされる。彼女は明の母の知己（菖蒲か？）であり、手毬唄も知っているが、いまそれを教えるわけにはいかないという。やがて数年後に明が再びここに訪ね来て、ある令室に心迷 したときに 天上 母君から望み 唄が聞 えてこようと、小次郎法師に告げて 手毬をつきながら眷属たちと去っていく。　
寺山修司は、この原作を四十分の映画にするにあたって、亡き母が
唄った甘美な手毬唄の歌詞を探して旅を続ける書生・葉越明に焦点化る。鏡花原作で茶店の老女が語 狂人となった嘉吉の顛末や、黒門の秋谷別邸から出た五つの葬礼につい は切り捨 、小次郎法師や魔物・秋谷悪左衛門も登場しない。そのかわり、少年時代の葉越明と母親 の記憶が創作されて拡大しており、少年を性的に誘惑 ようとする若 狂女が新たに登場し、抑圧する母親と 葛藤 展開する。虚実錯綜しながらも、母親の情事や母子相姦幻夢も描かれ、後に書生 なって手毬唄を探す葉越明の旅は、 「母探し」とも「母殺し」とも重なっていく。こ点は鏡花原作を超えて 寺山自身の母子関係の屈折を反映したものとなっている
（５）
。
　
また屋敷での一夜、夢魔さながらの妖怪たちと対峙する展開は、鏡花
原作を引き継いでいるが 寺山 映画では 葉越明が日本刀を振りかざ
24
介して、映画『草迷宮』にもその怪異世界は届いているといえるだろう。　
秋山稔「泉鏡花と『稲生物怪録』 」 （ 『稲生物怪録と妖怪の世界～みよ
しの妖怪絵巻～』展示図録、広島県立歴史民俗資料館、平
16）は、 「柏
本Ｂ」系統の『稲亭物怪録』 （慶應義塾大学三田メディアセンター所蔵本）と鏡花『草迷宮』を比較しながら、 「 『草迷宮』には 手毬に結び付く団子、子産石、珠、洋灯 西瓜、月など球体・円形のものがイメージの連鎖を形成し、クライマックスの手毬の乱舞する鮮烈なイメージに収斂する。 『稲亭物怪録』に頻出する球体・円形のイメージが、投影しているに違いない」と指摘 ている。既述のように、手毬 西瓜、子産石、乳房、生首 ど、 「丸いもの」が乱舞・跳梁するさまは、寺山修司の映画『草迷宮』にも顕著だが、さら 寺山においては 手毬や西瓜を「巨大化」する力学が働いており こ 点は、巨大な や老女の大首に襲われる『稲生物怪録』の怪異の系譜上にある。ちなみに、巨大な靴（演劇『奴婢訓』 ） 、巨大な体温計（演劇『レミング』 ） 、巨大な釘（映画『審判』 ）など、ものの「 化」は寺山お得意の手法である。　
Ⅱ
　
分身／抑圧／球体幻想
　
泉鏡花『草迷宮』にあって、 「明神様の
侍こしもと
女
」を名乗る美女は、泥酔
した嘉吉を介抱し、 「真緑の、光のある、美しい 珠」を授けた もするが、嘉吉が不埒にも抱きついてくると、 「
怪ばけもの
物
」の性を現わして、嘉
吉を狂人にしてしまう。この美女は、葉越明が探し求めてい 、亡き母が唄った手毬唄の歌詞を知っている菖蒲らしくもあり 一方で明を母にも替わる慈しみで見守りながら、一方で黒門の秋谷別邸に逗留する怪異に悩ませる魔界の美女でもある。鏡花は談話「おばけずきのいはれ
いた。その成果は『平田篤胤全集』第三巻所収「稲生物怪録」 （平田学会、明
44）として公刊された。
　
折口信夫は昭和十八年に國學院大学で行なった講演「平田国学の伝
統」 （ 『折口信夫全集』第二十巻所収、中央公論社、昭
31）で、泉鏡花が
この『稲生物怪録』諸本を愛読していたことに触れ、 「泉さんは、稲生武太夫 本は沢山読んでをられて、五種か六種挙げら ました。大抵写本です」と述べている。 「泉鏡花蔵書目録」 （ 『鏡花全集』巻三「月報
14」所収、岩波書店、昭
16・
12）には「稲亭物怪（木）一冊」が記載さ
れているが、鏡花 この蔵書は戦災で失われており、もはや直接見ることはできない。 『稲生物怪録』諸本の系統 考証 た吉田麻子「 『稲生物怪録』の諸本と平田篤胤『稲生物怪録』 成立」 （ 『近世文芸
　
研究と評
論』平
10・６） 、田中貴子「泉鏡花『草迷宮』と『稲生物怪録』――泉
鏡花は何本を読んだのか」 （鎌田東二編『シリーズ思想 身体――霊の巻』春秋社、平
19）などの教えるところに照らせば、鏡花所蔵の「稲亭
物怪（木）一冊」は、平田篤胤や門人の校訂が入る以前の流布 で、いわゆる「柏本Ｂ」系統とも思われる。　
ともあれ、備後国三次の十六歳の少年を見舞った怪異譚『稲生物怪
録』に創造の源泉を得て、泉鏡花『草迷宮』は書かれたのである。こほかにも『稲生物怪録 の影響は、巖谷小波『平太郎化物日記』 （ 『小波お伽全集 第一巻︿
怪奇篇
﹀
所収、小波お伽全集刊行会、昭３） 、稲
垣足穂『山
ン本五郎左衛門只今退散仕る』 （ 『ヒコーキ野郎たち』所収、
新潮社、昭
44） 、水木しげる『木槌の誘い（壱） （弐） 』 （小学館、平
10～
11）などの作品に流れている。寺山修司については、映画『草迷宮』や
泉鏡花をめぐる関連エッセイを見渡しても、 『稲生物怪録』への言及見あたらないので、あるいは知らなかったのかもしれないが 泉鏡花を
25
『高野聖』の孤家の美女しかり、 『草迷宮』の魔界の美女しかり、鏡花の描く女性は、 「鬼神力」と「観音力」を二つながら振るう、両義性を備えた存在である
（９）
。そして『草迷宮』では、母親の「稚
をさな
ともだち」として
出てくる菖蒲だが、それは母そのものの分身といって差し支えない。澁澤龍彦「ランプの廻転」 （前掲）は次 様に指摘している。
　
この魔界の美女は、かつて嘉吉に緑色の珠をあたえた女でもあり、
明が川で拾った手毬を流した女でもあり、秋谷屋敷に数々の妖怪変化を出現せしめた女でもあり……いや、それどころか、明が手毬唄に仮託した母性思慕の情を捨て切れないかぎり、将来において何度でも遭遇し、何度でもすれ違わなければならないであろうところの、いわば母としての女の原型でもあるのである。
（澁澤龍彦『思考の紋章学』 「ランプの廻転
）（1
（
」 ）
　
母と菖蒲との分身関係は、そのまま葉越明と小次郎法師の分身関係に
対応している。黒門の秋谷別邸で枕を並べて寝る二人だが、亡き母の子守唄を最も聞きたいと思っている葉越明が眠り込んでいる傍らで、小次郎法師は、その歌詞を知っていると思われる魔界の女と言葉を交し、やがて葉越明が歌詞を知る瞬間の予言を聞く。また 王・秋谷悪左衛門の策謀で、いま眠っている葉越明は夢 なかで小次郎法師を毒殺せんとしているともいう。二人は内心の葛藤を分有す 「
同おなじよ
一世
の
孤みなしご
児
」であ
る。同じく澁澤龍彦「ランプ 廻転」 （前掲）は、 「小次郎法師は、秋谷屋敷に主人公の明とともに泊ることになる、或る点から眺め ば明のアルテル・エゴともいうべき男であ 」 述べている。　
寺山修司の映画『草迷宮』において、菖蒲に相当する人物は登場せ
少々と処女作」 （ 『新潮』明
40・５）で次の様に語っている。
　
僕は明かに世に二つの大なる超自然力のあることを信ずる。これを
強ひて一纒めに命名すると、一を観音力、他を鬼神力とでも呼ばうか、共に人間はこれに対して到底不可抗 のものである。　
鬼神力が具体的に吾人の前に現顕する時は、三つ目小僧ともなり、
大入道ともなり、一本脚傘の化物ともなる。世に所謂妖怪変化の類は、すべてこれ鬼神力の具体的現前に外 らぬ。　
鬼神力が三つ目小僧となり、大入道となるやうに、亦観音力の微妙
なる影
やうがう
向のあるを見ることを疑はぬ。僕は人の手に作られた石の地蔵
に、かしこくも自在の力ましますし、観世音 無量無辺の福徳ましまして、其功
くりき
力測るべからずと信ずるのである。乃至一草一木の裡、或
は鬼神力宿り、或は観音力宿る。必ずしも白蓮に観音立ち給ひ 必ずしも紫陽花に鬼神隠るといふではない。我が心 照応する所境によつて変幻極りない。僕が御幣を担ぎ、其
そ
を信ずるものは実にこの故であ
る。　
僕は一方鬼神力に対しては大なる畏れを有 て居る。けれども又一
方観音力の絶大なる加護を信ずる。この故に念々頭々彼の観音力を念ずる時んば、例へば如何なる形 於て鬼神力の現前す とがあるとも、それに向つて遂に何等の畏れも抱くことがな 。されば自分に取つては最も畏るべき鬼神力も、又或る時は最も親むべき友た とが少くない。
（泉鏡花「おばけずきのいはれ少々と処女作
（８）
」 ）
　
障害ある夫に寄り添 寄り来る男たちを魔力で動物に変えていく
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いとなった寺の客人が、祭礼の舞台を客席で見ていると、恋する相手の夫人と自分自身とが舞台上に並んで座り、さらには自分の膝枕で女の真っ白な胸があらわとなる場面を目撃する。あるい 泉鏡花『眉かくしの霊』 （ 『苦楽』大
13・５）では、木曾街道・奈良井の旅籠屋にかつて投
宿し、不慮の死を遂げたお艶さんの霊を、そ 晩、提灯で先導した料理番・伊作が、再びそっくりそのまま先導するさまを、伊作自身が目にする。寺山修司の映画『草迷宮』にあっても、無数の手毬がころがった床で、青年・明と若かりし母親と 性行為するさまを少年・明 幻視する場面がある。　
映画『草迷宮』において創作されているのは、少年・明を性的に誘惑
する土蔵の狂女と、接触を禁ずる母親による抑圧で る。これは演劇『毛皮のマリー』 （昭
42）をはじめ、寺山が最も執着する主題である。土
蔵に招き寄せられた少年・明は、裸になった狂女に組み伏せられ、着衣を剥ぎとられて、犯されん する。しかし どこからか聞こえてく 母の手毬唄に気づい 少年はいっさんに逃げ出していく。赤い細帯が外まで延々と続いており、それを追って砂丘の彼方まで走り出 「この世の涯てへの逃走」である。映画『書を捨 よ町へ出よう』 （昭
46）でも
そうだが、寺山の描く少年たちは、性的な誘惑のさな で、唐突 不能の翳りを帯びて逃走する。　
映画『草迷宮』の母は、美しく魅力的だが、少年が土蔵の狂女に興味
を持ち始めるや、少年を木に縛り付けて、厳しく折檻す そ まま母が外出するときは、少年の身体中に手毬唄の歌詞を筆で書きこんで 魔除けの呪文とする。しかしそ 厳しい母が、化粧して着飾って出かけるのは、どうも男 密会するためらしいと、もっぱ 世間の噂である。母は女 エロティシズムを振りまきながら、少年に怖ろし 抑圧として働
ず、魔界の女は母その人である。また小次郎法師に相当する人物も登場せず、葉越明ひとりに焦点化しつつ展開する。しかしながら、寺山ならではの興味深い仕掛けが施されている。葉越明は二人の俳優によって演じられるわけだが、三上博史が演じる少年時代の の場面は極彩色で描かれ、若松武が演じる青年時代の明 場面は脱色されている。通例、遠い過去の映像の方 脱色されているものだが、映画『田園に死す』 （昭
49）同様、その逆を採用している
）（（
（
。亡き母の手毬唄の歌詞を探し求める
青年・明の旅を現在時としつつも 映画は少年時代と青 を自在に往還し、単線的な時間軸を進むわけではな 。おまけに ・明は、対岸の母親めがけて急流の川 渡ろうとして、溺死してしまう。少年時代に溺死した当人にとって、手毬唄を探す青年時代の旅とは、いったい何だろう。寺山修司は、これについて、 「一 の『物語』を、同一の時間によって貫ぬくのではなく、いくつかの時間を混在させ、そ ことよって内面化の神話を崩 去ってゆき、 『私』 迷宮の中へ放り出
す
）（1
（
」
と述べている。葉越明は少年時代と青年時代で「分身化」し、少 ・明の水死幻想を組み込むことで、分身同士が 矛盾と葛藤を抱え込むのだ。寺山は映画『田園に死す』でも、少年の「私」 映画監督となった二十年後の「私」とが直接対峙し、少年の「私」が、二十年後の 私」に向かって、 「あんたは、二十歳を過ぎてから腕時計を買った。でも、おれは明日買うことだって出来 そ すればおれ あんたじゃなくなる」と抵抗する場面がある。時 の分裂と背理 、寺山の最も好んだ主題である。なお、映画『草迷宮』で 葉越明の二人一役に対応するかのように、伊丹十三が、老人・僧・校長の一人三役を務めている。　「分身化」の迷宮に踏み入る作家は、しばしば「自己像幻視」の錯誤に誘いこまれていく。泉鏡花『春昼』 （ 『新小説』明
39・
11）では、恋煩
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体、川を流れる傘、床の間に据えられた子産石と手毬との入れ替わり、青年と母との性交幻夢の にころがる無数の手毬、縁側をころがる巨大球、乳房、 の生首、西瓜男、巨大茄子、巨大手毬、母の妊婦腹、太陽、子供の妖怪の円舞……。寺山修司は「映画『草迷宮』 出来るまで　
鏡花美学のディスクール」 （前掲）において、 「 『草迷宮』は、たった
一節の手毬唄の不在によって充たされた鏡花の小宇宙であり、その手毬がかたちを変えて 西瓜 な たり 子産石になったり、月になったりする。そして究極としては、そ 丸やかな『母 乳房』にたどりつく球体幻想の世界なのである」と述べている。　
一方で寺山修司は、 「手毬唄猟奇」 （ 『さかさま博物誌
 青蛾館』所収、
角川文庫、昭
55）において、泉鏡花『草迷宮』と横溝正史『悪魔の手毬
唄』を比較考察しな ら「手毬は生首 シンボルな です」とも語っている。寺山において、手毬唄の探求が、 「母探し」とも「母殺し」とも重なっていくのは、この意味におい だ。　
映画『草迷宮』は、 「母の乳房」にも「母の生首」にも置き換え可能
な「球体幻想」の奔流であり 次から次へと繰り出される 極大から極小に至る「歪んだ真珠」の球体カタログは、 誇張・過剰・不規則」奇怪なバロック世界を押し開いている。それは、ひとつの中心をめぐる単線的な「円構造」ではなく、少年・明と青年・明のふたぐって、分身同士の葛藤と背理が織りこまれた「楕円構造
）（1
（
」を形作って
いる。ジャン・ルーセ『フランスバロック期の文学』 （一九五三、邦訳筑摩書房・伊東廣太他訳・昭
45）は、バロック期の文学が「修辞学上の
仮、
装」たる隠喩を好んで用いたことを分析し、その「置き換えの遊戯」
にバロック的な「流動するイマージュ を見出している。寺山 「球体幻想」もまた、バロック的な増殖する隠喩であり、流動す 「置き換え
く。ひとりの母のなかで「良き母」と「悪しき母」 、 「観音力」と「鬼神力」とが、ふたつながら力を振るい、誘いながら罰することで、呪術さながらに、少年の性は疎外されるのだ。　
映画のなかで、青年・明が亡き母の手毬唄を探して旅をするさなか、
娼楼で客待ちしている母の姿を一瞬幻視する場面があるかと思うと、先に述べたように、青年・明 若かりし母との母子相姦幻夢の場面もある。明にとってこの旅は エディプス的な「母探し」の旅ではあるが、しかし同時 不能性の翳りを帯びている。　
映画『草迷宮』は、青年・明と、屋敷の妖怪たちが対決する夢魔さな
がらの場面でクライマックスを迎えるが、そ 妖怪たちに君臨 のは、亡き母である。生首となって語りかける母を西瓜男が持ち去り、追っていくと、最後の障子の奥では妊婦腹の母 待ち構えており、青年・明は、 「ほら、おまえをもう一度、妊娠 やったんだ」との言葉と哄笑を浴びる。 「 探し」も「母殺し」も、ぐ りと一回転して、 「地獄めぐり」は始まりに戻る。懐妊した の高らかな笑いがこだまする一方、抑圧された葉越明の当て所なき旅は続く だ。　
既に『稲生物怪録』からして、そこには球体・円形のイメージが頻出
していたが その影響を受けた泉鏡花『草迷宮』もまた、子産石 団子、丸石、日傘、団扇、珠、毬、西瓜、茄子、月、壺……など、 「作品全体がどこまでも球形の玉の入れ子構造を形作っている」と種村季弘は指摘している
）（1
（
。そして寺山修司の映画『草迷宮』は、その「球体幻想」
をさらに超現実的なバロック・イメージで飾り立てたといえよう。はずんで落ちていく手毬、母の 提灯 少年の丸い帽子、母が手繰る糸車、少年がかじる林檎 手毬 足枷で護送される囚人 小坊主連 運ぶ巨大手毬、シャボン玉、釣鐘、電球、少年と母 寝床に浮かぶ透明 球
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～一九三五、シカゴ美術館） 。また鈴のような切込みの入った球体が頻出する（例えば『深淵の花』一九二八、個人蔵） 。そして両眼を乳房へ、口髭を陰毛へと置き換えて描いた短髪の女性の顔に、 『凌辱』（一九三四、メニル・コレクション）と名づけた作品がある。マグリットもまた丸い乳房へと回帰していくが、それがマグリット少年が十三歳のときに直面することになった母の自殺と関係がある かは、画家自身語るこ はなかった
）（1
（
。
　
マグリットが幻視したのと同様のシュルレアリスムを、映画にお
いて体現した が、ルイス・ブニュエル監督『アンダルシアの犬』（一九二八）である。月を雲がよぎり、見開かれた女性の眼球を剃刀が切り裂く衝撃的な冒頭は はや映画史における伝説である。そしてその「球体幻想」は、男性が女性の乳 を愛撫しながら恍惚とす 場面へと連鎖していく。ちなみに、 『アンダルシアの犬』は寺山が最も影響を受けたという映画であり
）（1
（
、またブニュエルは、映画『欲望のあいまいな
対象』 （一九七七）で、一人の女 二面性を、まったく別の二人の女優で「分身」として描き出した。　
続いては、 「球体の映画誌」を記述してみよう。映画の創生に立ち
会い、魔術師から映画興行へと移行 ていったジョルジュ・メリエスは、史上最初のＳＦ映画 もいうべ 『月世界旅行』 （一九〇二）で丸い月の右眼に宇宙船を撃ちこんでおり、あるい 『ゴム 頭の男』（一九〇二）では、台上の禿げ頭の男の首が、空気を送り込むとどんどん球状に膨らんで、やがて爆発するさまを描いた。スタンリー・キューブリック監督『二〇〇一年宇 の旅』
(
一九六八
)
にせよ、ジョージ・
ルーカス監督『スター・ウォーズ』 （一九七七）にせよ、宇宙を舞台としたＳＦ映画では、漆黒の宇宙に丸い惑星が浮かんで る構図が壮麗で
の遊戯」である。　
Ⅲ
　
球体の美術誌／球体の映画誌
　
いくらか回り道をして、ここでは思いつくままに、まずは現代美術
における「球体幻想」の作品を列挙してみよう。色鮮やかな静物画であるポール・セザンヌ『リンゴとオレンジのある静物』 （一八九五～一九〇〇、オ セー美術館）を具象の一方に置けば、その対極には純粋抽象オブジェとして、直径二・二メートルの球体が自然光の地中空間に鎮座するウォルター デ・マリア『タイム／タイムレス／ノー・タイム』 （二〇〇四、直島・地中美術館）を置いてもいいかもしれない。恐竜の卵のような抽象オブジェとして、コンスタンティン・ブランクーシ『新生』 （一九二〇、兵庫県立美術館）をその傍らに置こう。また第一回横浜トリエンナーレ 一で、草間彌生『ナルシス・シ 』は、ボーリング球大の無数のミラーボールを港の水面に浮かべて「集積 のインスタレーションを繰り広げて見せた。小さな無数の透明球体 集積してライオンの形状を象った名和晃平『
P
ixC
ell-L
ion 』 （平
27、高橋コレク
ション）は、オブジェに不定形な質感を与えている。　
そして静謐な無時間のなかに奇妙な錯視の光景を定着させたシュ
ルレアリスムの画家ルネ・マグ ットこそは、隠喩的な「球体幻想」の作家といえるだろう。卵を見つめながら鳥 絵を描く画家の『透視』 （一九三六、ヒラリー＆ウィルバー・ロス蔵） 、石化した巨大リンゴを据えた『誓言』 （一九六四か一九六五、個人蔵） 、部屋いっぱ巨石『記念日』 （一九五九、オンタリオ美術館） 、宙空 巨石『現実の感覚』 （一九六三、宮崎県立美術館） 、大きな目玉『目 一九三二
29
　
Ⅳ
　
ラジオドラマ『瓜の涙』
　
寺山修司「映画『草迷宮』の出来るまで
　
鏡花美学のディスクール」
（前掲）によれば、ピエール・ブロンベルジュから短編映画製作の誘いを受けたとき、寺山の頭には、泉鏡花の短編小説『草迷宮』と『瓜の涙』があっ いう。 「ストーリーの明快さという点では『草迷宮』方が、 『瓜の涙』にまさっている。旅をする少年 女の出会い方は、同巧異曲だが、 『草迷宮』の方があくまでも映画的なのである」と うことで、映画は『草迷宮』を原作とすることにしたが、では『瓜 涙』のほうはどうなったのか。寺山は泉鏡花原作『瓜の涙』 『河伯令嬢』をあわせてラジオドラマの脚本を書き、ステレオ・ドラマ『瓜の涙』は、昭和五十五年十一月一日午後九時十五分～十時、ＮＨＫ・ＦＭ「ラジオ劇場」で放送された。作＝寺山修司、演出＝古川仁 音楽＝Ｊ・Ａ・シーザー、制作＝勅使河原平八、出演＝藤真利子、岡村清太郎、新高恵子、奥村公延ほか。 当日の『毎日新聞』 （昭
55・
11・１朝刊）ラジオ番
組欄によれば 詳細な表題は「瓜の涙
（泉鏡花・著〝瓜の涙〟 〝河伯令嬢〟
から）
」で、 「都会に負け困窮して帰郷した少年が茶屋で少女と知り合い
そのまわりのウリ畑に魅せられかつての少年の父親の所業・心中未遂事件へと誘われていく幻想劇 と紹介 いる。　
また『下野新聞』 （昭
55・
10・
25朝刊）の週刊番組表「ＦＭスペシャ
ル―ＮＨＫ
 ＦＭ―〝ピックアップ〟 」では、以下のように番組紹介され
ている。
　
泉鏡花の生誕の地、金沢を舞台にした幻想小説「瓜の涙」 「河伯令
嬢」をもとに、新たに寺山修司が十年振りにラジオに叙事詩劇として
ある。チャールズ・チャップリン監督・主演『独裁者』 （一九四〇）には、世界征服の野望に夢中の独裁者が、巨大な地球儀を風船のごとく投げ上げて、恍惚と戯れる場面があ
る
）（1
（
。足先やお尻で突き上げた地球儀
と、抱擁するかのごとく踊るが、突然球体ははじけてしまう。このほか小沼勝監督『夢野久作の少女地獄』 （昭
52）では愛し合う二人の少女が
白い大きな風船を突き合い、篠田正浩監督『桜の森の満開の下』 （昭
50）
では山賊が次々と狩り集めて来た生首で、女 楽しげに首遊びをする。泉鏡花原作を鈴木清順監督が映画化した『陽炎座』 （昭
56）には、大樽
の水底に沈んだ女が口から赤く丸い酸漿を吐き出すと、次々浮き上がってきた無数の酸漿で水面が真っ に埋まる幻怪な場面 ある。　
そして映画『草迷宮』とちょうど同じ年に製作された、もうひとつ
の対照的な「球体の映画」として 長谷川和彦監督『太陽を盗んだ男』（昭
54）に触れておこう。中学校の理科教師（沢田研二）が、東海村の
原子力発電所からプルトニウムを盗み出し アパートの一室で原子爆弾の製造に成功。政府を脅迫し、交渉役の警部（菅原文太）と 対決が展開していく。銀色の原爆球をめぐる攻防のなかで、さまざまな球体の換喩が織りこまれている。風船ガム、太陽、サッカーボール、銀色風船、水球など。そして理科教師は完成し 予備 原爆球 、妊婦に変装してその腹につめ、国会議事堂へと赴いたりする。さまざまに換喩されながらも、しかし本物の権力的な一つ 争奪戦が、映画の行方を握っている。一方、映画『草迷宮』において 球体は遍在し 氾濫し、交換可能なバロック・イメージに溢れている。こちらは本物 唯一の手毬というのは存在せず、 「中心」は不在のまま、手毬唄の歌詞自体も伝播するや、消えていく。
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見る。別の日、 「義経の人待石」近くで再会したとき、娘は金で売られていく女たち なかにいた。そのとき港で煙の柱が湧き、火事かとも見紛うような竜巻に襲われて、大粒の雨や鮒ま 降ってくる。謹三は恐れる娘と手を取って寄り添う。　
また泉鏡花『河伯令嬢』 （ 『婦人倶楽部』昭２
 ・４～５）は、 『瓜の
涙』の後日譚の要素を含みながら 語りの重層構造のうちに、悲痛な物語と幻妖なイメージ連鎖で、傑作と呼ぶ ふさわしい作品である
）（1
（
。瓜細
工の彫工・小山夏吉は、能登の羽咋郡・大笹の宿で、金沢の俳人・可心が記した「能登路の記」を読み、大笹村 川裳明神の縁起を知る。浪にさらわれそうになった可心を救って身代わりに死んだ荷担ぎの女を弔べく、女神像を可心が祀ったのである。夏吉は、窮迫した若き日、金街道の人待石のところで、金で売られていく娘・お優 知り合う。二は世をはかなんで心中しようとして果たせず、瓜泥棒で捕えら 、お優は村の男たちに強姦さ て ま 。夏吉にはなすすべ く、お優を見捨てて逃げた痛恨の過去があり、自身を生き残った可心に重ねる。その後発狂したお優は瓜番小屋で自らに火を放って焼死し と 。いま夏吉が可心寺の川裳明神 訪ねると、かつて瓜を り分け お優の幻影と心中未遂の記憶へと誘いこまれていく。　
寺山修司のラジオドラマ『瓜の涙』は、枠組みとしては泉鏡花『瓜の
涙』に沿っている。困窮して故郷に帰ってきた学生が、茶屋 女郎に売られていく娘たちの一人として出会った島田髷の少女に魅せられるが、そのとき火事 も見紛うような竜巻に遭遇し、抱き寄せた少女と学生は、竜巻に巻き上げられ く 寺山 ここにさら 鏡花『河伯令嬢』の展開を差し挟んでいくわけだが、俳人・可心と川裳明 まつわる縁起は切り捨て、小山夏吉とお優との瓜畑でのひととき、村人による
書きおろした作品。　
物語は都会に負け困窮し帰郷した少年が、その途中立ち寄った清水
茶屋。そこで出会った少女おゆう。おゆうと少年はその清水茶屋とまわりの瓜畑に魅せられ、かつての少年の父親の所業―心中未遂事件へと誘 れていく。　
出演は藤真利子、岡村清太郎ほか。
　　　　　　　　
（ 『下野新聞』 ）
　
台本は『寺山修司の戯曲６』 （思潮社 昭
61）所収。同書「作品ノー
ト」によれば、 「一九八〇年五月六日脱稿」 。ＮＨＫアーカイブス、放送ライブラリーなどでの放送音源の公開はなし。なお本稿を書くに当って、演劇ジャーナリスト・山田勝仁氏からラジオドラマ『瓜の涙』放送録音を御提供いただいた。この場を借りて謝意を申し述べたい。　
この放送録音と台本を比較する 、放送作品は基本的には台本に準拠
して制作されているが、展開に支障ない範囲で、枝葉にわたる一部の台詞がある程度削除されて る（放送時間 制約もあったかも れい） 。台本では学生の自称は「私」 、その父 自称は「僕」と っているが、放送作品 、学生は「僕」 、父は「私」と変更している。また「人間としての皮の縫い目がわからない」のっぺらぼうを夢にみる場面は、台本では父の台詞で語られるが、放送作品で 、別声の地唄語りとなっている。　
泉鏡花『瓜の涙』 （ 『国粋』大９・
10）は、以下のような梗概の小説で
ある
）（1
（
。加賀国富樫の金石港付近に「義経の人待石」と称される巨石があ
り、近くの清水茶屋では真桑瓜、西瓜などを冷やして売っている。東京の学生・松野謹三は、昨年故郷の家が焼け、続いて父を亡くし、窮迫して故郷に帰っている。ある日、妙見宮で十六、 七の瓜実顔の美し 娘を
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の二作品では、拮抗する力として、焼き尽くさんとする業火が強く作用している。 『瓜の涙』では、前年に松野謹三の故郷の家は焼けており、売られ く少女とともに、いままた煙の柱から火事だと間違われるほどの竜巻に見舞われる。 『河伯令嬢』では、瓜泥棒扱い れ、番小屋で強姦された後、発狂してしまったお優が 「菜売 年増女」 （夏場の娼婦）のなれの果て、瓜番小屋 我が身に火をつけて小屋ごと焼死する。ここで想起さ るのは 「女の操 云ふもの 人にも家にもかへられぬ。……と私は然う思ふんです。然う私が思ふ上 火事がなければなりません」という泉鏡花『朱日記』 （ 三田文学』明
44・１）である
）1（
（
。相
手の女が思い通りにならない腹いせに、赤合羽の魔物は市中を焼き尽くす。寺田透「解説」 （ 『鏡花小説・戯曲選』第六巻︿怪異篇二﹀所収 岩波書店、昭
56）は、 「鏡花には火事と女の性的運命から成る複合体が、
どういうわけかその小説的構想力の底にあったのだ」と述べている。　
ガストン・バシュラール『火の精神分析』 （一九三八、邦訳せりか書
房・前田耕作訳・平２）は、火について以下のように指摘する。
　
すべての諸現象のうちで、それ（＝火、引用者註）は実に相異なる
二つの価値づけ、すなわち善と悪とを同時に断固として受け入れることのできる唯ひとつのものである。それは楽園で光り輝き、地獄に燃える。それは優しさであり、責苦である。それは煮炊きする火であり、
黙アポカリプス
示
の火でもある。 （中略）それは守護と威嚇、正と邪の神であ
る。それは己れ自身と矛盾することが可能なのだ。 （ ）
　『朱日記』 『瓜の涙』 『河伯令嬢』において、 「
黙アポカリプス
示
の火」 、 「威嚇」と
「邪」の火が描かれているとすれば、その逆に「優しさ」と「守護」の
強姦事件、そしてふたりの心中未遂（寺山版では夏吉のみが生き残る片割れ心中）と 夏吉の悔恨の顛末を、そのまま学生の亡き父親の罪深き過去として創作を重ねていく。寺山版では、学生は、茶屋で出会った少女に二つに割った瓜 差し出すが、それはかつて父・夏吉とお優とが瓜畑で親しく頬張った歓びの場面を追体験するかのごとくである。続いて突然竜巻に見舞わ るが、こ とき学生は亡き父自身になり代り、母となり得たかもしれないお優（実際には学生の母はお優 ない）を抱き寄せているかのごとき幻想に没入する だ。 「おゆう！
　
おゆう！
　
と
うとう、ぼくをにんしんしてくれませんでしたね、 母さん！
）11
（
」という
学生の悲痛な叫びは、映画『草迷宮』にも連なる、かなわぬ母子相姦幻夢である。　
ラジオドラマ『瓜の涙』において父・夏吉の声を、そのまま学生の声
（岡村清太郎）が務めており、構造上も学生と父とは分身関係にある。この点は映画『田園に死す』 、映画『草迷宮』ともども 寺山ならではの手法である。 「お振袖を着て、空から死んだ自分を見 ……」という自己像幻視がここにもある。また鏡花の原作に あてはまるが、大石瓜実顔、瓜、西瓜、鈴、乳房、黒
ほくろ
子、月、のっぺらぼう、瓜の印籠、妊
娠幻想など この作品にも映画『草迷宮』同様の「球体幻想」が氾濫している。　
ここで鏡花原作に立ち戻って考察してみれば、 『瓜の涙』 『河伯令嬢』
がいずれも、鏡花特有の水のイメージ 浸された作品であることは疑いない。清水の湧く清水茶屋 槽に浮く真桑瓜や西瓜、水行水す 女たち、大粒の雨（ 『瓜の涙』 ） 。暴風雨、荒浪に消え 女、田の上を長い髪の毛を曳いて泳ぐ蛙、割れた瓜の中からはねて池 落ち 魚、池の向うの心中幻想、大魚に乗った女神像（ 『河伯令嬢』 ） 。しかし、と同時にこ
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その踊り子と一夜を共にしたあとで、子持ちの娼婦であることを知る、というモーパッサンの小説の映画化であった」 。
（２）
 　
佐藤忠男「
︿
文化ジャーナル
　
映像
﹀
寺山ファンには見逃せない『草迷
宮』 」 （ 『朝日ジャーナル』昭
58・
10・
21）
（３）
 　
田中未知『寺山修司と生きて』 （新書館、平
19）
（４）
 　『鏡花全集』巻十一（岩波書店、昭
49）所収『草迷宮』参照。
（５）
 　
伝記的事実に即して寺山の少年時代を語るならば 寺山が五歳の時
(
昭和
十六年
)
に父は戦争へと召集され、二度と帰らぬまま四年後戦病死してい
る。戦後、母は三沢市の米軍べースキ ンプに勤めに出るが、寺山が十二歳の時に、寺山を青森市の大叔父夫婦に預けたまま、愛する米兵に従って遠く九州芦屋のべースキャンプに勤めることになり、寺山が早稲田大学に入学した後まで別居が続く。寺山の少年時代は、不在の母への愛憎とともにあったのだ。
（６）
 　
澁澤龍彦「ランプの廻転」 （ 『思考の紋章学』所収、河出書房 社、昭
52）
（７）
 　
荒俣宏『平田篤胤が解く稲生物怪録』 （角川書店、平
15） 、杉本好伸編『稲
生物怪録絵巻集成』 （国書刊行会、平
16）参照。
（８）
 　
引用は『鏡花全集』巻二十八（岩波書店、昭
51）より。旧漢字は新字体に
改めた。
（９）
 　
三島由紀夫 日本の文学４
　
尾崎紅葉・泉鏡花』 「解説」 （中央公論社、
昭
49）において、 「風俗的な筋立ての底に、鏡花はいつも浪曼的個我を
頑かたく
な
に保ち、彼の自我の奥底にひそむドラマだけしか追求しなかつた。 れはかぎりなく美しく、かぎりなくやさしく、同 かぎりない怖ろしさに充ちた年上の美女と 繊細な美少年との恋の物語であ 女性は保護者と破壊者の両面をつねに現は 、この二面がもつとも自然に融合するのはカーリ神のごとき女神でなければ日本的妖怪に於てである 作者 自我は、あこがれ 畏怖の細い銀線の上を綱渡りをしてゐる」と述べている（引用は『決定版三島由紀夫全集』第三十五巻より、新潮社、平
15） 。
（
10） 　
引用は『澁澤龍彦全集』第十四巻（河出書房新社、平６）より。
（
11） 　
映画『田園に死す』で、 「カラーを過去に、モノクロを現在に」と進言し
たのは、撮影の鈴木達夫である。鈴木達夫「カラーを使った過去こそ寺山〝異国〟 」 （ 『キネマ旬報』平４・
11月上旬号、
︿
特集＝幻惑の《寺山修司》再
訪﹀
） 。
（
12） 　
寺山修司「影なき男の影――概念としての特撮」 『イメージフォーラム』
昭
56・４、のち『田園に死す・草迷宮』所収、フィルムアート社、昭
58）
火が見出せるのは、さしずめ『菎蒻本』 （ 『ホトトギス』大２
 ・６）で
あろう。 「
娼ぢよらう
妓
で居て、
宛まるで
然、其の
婦をんな
が
素きぢ
地
の
処むすめ
女
らしい」という桔梗
屋の遊女・白露は、水天宮様だの稲荷様だの、あちこちの燃えさしの蠟燭を手元におき、火を点
とも
してその快い香
におい
をかぐ。そして「黒髪に絵蠟燭
の、五色の簪を燃して寝
る
）11
（
」 。火は女を優しくいたわり、内省的に癒し
へと導く。荒ぶる破壊の業火と、静かな慰めの炎。正邪の相反する作用を担いながら、鏡花における火 妖しく作品を彩っている。　
鏡花の水イメージのみならず、火の焼尽イメージをも引き出しなが
ら、寺山はラジオドラマ『瓜の涙』を書き上げ、火事にも見紛う竜巻を通して 火と水と風 流動的なスペクタクル 繰り広げて見せた 学生は亡き父の過去 追体験しながら、 りえたかもしれないもうひとりの母の幻を追う。しかしそれは到達不能 痛ま い 地獄めぐり」である［付記
 １］
　
本稿は国際寺山修司学会第十九回春季大会での口頭発表「寺山修司の
映画『草迷宮』 」 （立正大学・品川キャンパス、平
27・５・
23）に基づいて
いる。
［付記
 ２］
　
ラジオドラマ『瓜の涙』 （ＮＨＫ・ＦＭ）の放送録音を御提供くだ
さった演劇ジャーナリスト・山田勝仁氏に感謝申し上げる。
［付記
 ３］
　
本研究は、ＪＳＰＳ科研費
　
課題番号２５３７０２０４の助成を受け
たものである。
［註］（１）
 　
木全公彦「 『草迷宮』解説」参照（ＤＶＤ『草迷宮』所収、紀伊國屋書
店、平
15、分類番号ＫＫＤＳ６２） 。また寺山修司「映画『草迷宮』の出来
るまで
　
鏡花美学のディスクール」 （ 『キネマ旬報』昭
54・
11月上旬号）か
ら、他の二作品を紹介すると、 「ジャカンの短編は『人魚の島』というタイトルで、中年のサラリーマンがふとしたことで女ばかりの島に漂着し、そこで自らの夢に裏切られるという話。ボロツェック 衣裳タンス』というタイトルで、フォーリー・ベルジェの踊り子に通いつめた一 の男が、
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（
13）　
種村季弘「解説」 （泉鏡花『草迷宮』所収、岩波文庫、昭
60）
（
14） 　
セベロ・サルドゥイ『歪んだ真珠』 （一九七五、邦訳筑摩書房︿
バロッ
ク・コレクション４﹀
・旦敬介訳・平１）は、円から楕円への移行、 「一のま
わりに描かれているもの」から「複数のまわりに描かれているもの」への移行を、古典主義的なものからバロック的なものへの移行としてとらえている。
（
15） 　『マグリット展』図録（読売新聞東京本社、平
27）参照。東京・国立新美
術館＝平
27・３・
25～６・
29、京都・京都市美術館＝平
27・７・
11～
10・
12
開催。
（
16） 　
寺山修司インタビュー「スクリーンの裏側で映像を聞いた」 『イメージ
フォーラム』昭
55・
11）
（
17） 　
高橋睦郎『球体の神話学』 （河出書房新社、平３）は、 「地球即人間という
思考は、これを逆転させれば天球即神という思考になる。しかも、人間は天球儀の中心に入ることは不可能だから、天球儀の外 神の視点で天球儀を見ることになる。洋の東西を問わず、支配者たちが天球儀を愛撫することを好んだのも、また
宜うべ
なるかな」と述べている。地球儀をめぐる思考も同様で
あろう。
（
18） 　『鏡花全集』巻二十（岩波書店、昭
50）所収『瓜の涙』参照。
（
19） 　『鏡花全集』巻二十三（岩波書店、昭
50）所収『河伯令嬢』参照。ちなみ
に安部亜由美「泉鏡花『河伯令嬢』論」 （ 『国語国文』平
15・８）によれば、
俳人・可心も「能登路の記」も実在せず、大笹の川裳明神も鏡花による仮構だという。
（
20） 　
引用は『寺山修司の戯曲６』 （前掲）より。放送作品では、 「にんしんして
くれませんでしたね」が「身ごもってくれませんでしたね」へと変更されている。
（
21） 　『鏡花全集』巻十三（岩波書店、昭
49）所収『朱日記』参照。
（
22） 　『鏡花全集』巻十五（岩波書店、昭
50）所収『菎蒻本』参照。
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